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こんにちは 松坂みち子 です

私
の
春
は
「×

日
、
空
い
て
る
か
な
？
」

と
聞
か
れ
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
お

花
見
を
す
る
の
で
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
も
っ

て
き
て
伴
奏
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
で
す
。

そ
れ
で
も
議
会
中
は
、
頭
の
な
か
は
議

会
で
い
っ
ぱ
い
、
春
を
感
じ
る
余
裕
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
議
会
終
了
。
気
が
つ

け
ば
世
の
中
は
「
開
花
宣
言
！
」
と
に
ぎ

や
か
な
こ
と
。

ど
う
し
て
桜
が
咲
く
と
嬉
し
く
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
花
を
見
に
行
き
た
く
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

「
さ
く
ら
さ
く
ら

や
よ
い

の
空
は

見
わ
た
す
限
り

か

す
み
か
雲
か

匂
い
ぞ
い
ず
る

い
ざ
や
い
ざ
や

見
に
ゆ
か

ん
」
日
本
人
な
ら
誰
も
が
歌
え

る
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」
明
治
２

１
年
に
作
ら
れ
た
歌
で
す
。
こ

の
歌
も
、
昭
和
１
６
年
に
は

「
さ
く
ら
さ
く
ら

野
山
も
里

も

見
わ
た
す
限
り

か
す
み
か
雲
か

朝
日
に
に
お
う

さ
く
ら
さ
く
ら

花
ざ

か
り
」
と
変
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
に

花
見
な
ど
け
し
か
ら
ん
！
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

今
年
も
二
の
丸
で
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
花
見
を
楽
し
め
る
世

の
中
を
い
つ
ま
で
も
。

２月定例会閉会 一般会計予算など15件（全62件中）に反対

３月23日、本会議最終日に議案の採決が行われました。日本共産党市議団は全6

2件のうち15件について反対しました。南畑議員が行った討論の一部を紹介します。

議案第46号一般会計予算には、多くの市民が実現を求めてきた子どもの医療費の

中学校卒業までの通院費無料化の予算や、市民生活や教育に関わる予算、職員の人

件費など、必要なものが多く含まれており、すべてに反対ということではありませ

ん。しかし、問題点があるため賛成できません。たとえば、市街地再開発事業はど

のように市民の生活に役立つのかについては明確な答えがなく、そのような姿勢で

事業をすすめてよいのか疑問であること。また、特定地域に限定した子ども会活動

支援交付金は、現在根拠となる法律はなく、事業の在り方を見直すよう求めてきま

したが変更されません。加えて3年以上執行されていない予算があるにも関わらず、

漫然と同額を計上していることはこの事業を聖域化していることを象徴的に表して

おり、到底認められないこと。などです。

議案第82号は、開発行為に関する条例改正で、農用地を守るという目的で規制を

強めようとするものです。そもそも規制を緩和し郊外へ広げてきた責任は市にあり

ます。農業政策も乏しく抜本的な対策が示されません。まず、農業政策を示すべき

だと考えます。

議案第102号は、保育士配置の基準を緩和する特別措置を設ける

ものです。待機児童がなくなるまでなど期間限定ではあるものの、

安心安全の保育環境を提供するには、資格をもつ保育士が保育を行

うべきです。また、保育士不足の要因は、労働条件の悪さによるも

のであり、その改善にこそ取り組む必要があると考えます。

他の12件についても理由を述べ、反対しました。

みち子のひとりごと

春に



先
日
、
卒
園
式
か
ら
帰
る
親
子
を
車
窓

か
ら
見
ま
し
た
。
飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
歩

く
子
ど
も
の
姿
に
、
来
月
の
入
学
式
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
だ
ろ
う
な
と
思
う
と
私

ま
で
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
将
来
を
し
っ
か
り
守

り
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

入
学
式
を
迎
え
る
と
た
く
さ
ん
の
学
用

品
の
準
備
が
必
要
で
す
。
中
学
に
な
る
と

制
服
や
カ
バ
ン
な
ど
９
万
円
ほ
ど
に
…
、

払
え
な
く
て
入
学
式
に
来
れ
な
い
子
ど
も

も
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

日
本
は
、
国
内
総
生
産
に
占
め
る
教
育

機
関
へ
の
公
的
支
出
は
た
っ
た
３
・
５
％
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
３
２
か
国
中
、
最
下
位

で
す
。
世
界
３
位
の
経
済
大
国
に
も
関
わ

ら
ず
子
ど
も
に
費
や
す
予
算
が
少
な
す
ぎ

ま
す
。

憲
法
２
６
条
２
項
で
は
「
義
務
教
育
は

こ
れ
を
無
償
と
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
憲
法

を
守
っ
て
政
治
を
す

る
と
い
う
あ
た
り
ま

え
の
社
会
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

こんにちは松坂みち子です No.265

こ
ん
に
ち
は

坂
口
多
美
子
で
す

２
月
定
例
会
で
の
反
対
議
案

議
案
第
４
６
号

一
般
会
計
予
算

議
案
第
４
７
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

議
案
第
４
９
号

土
地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
５
１
号

住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
５
２
号

住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
５
３
号

宅
地
取
得
資
金
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
５
４
号

駐
車
場
管
理
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
５
５
号

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
５
９
号

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

議
案
第
６
０
号

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

議
案
第
６
２
号

水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
６
３
号

工
業
用
水
道
事
業
会
計
予
算

議
案
第
８
２
号

開
発
行
為
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
８
６
号

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

議
案
第
１
０
２
号

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市社会保障推進協議会提出の請願

については、日本共産党議員５名が

紹介議員となり、松坂が賛成討論を

行いましたが、不採択となりました。

以下、討論を紹介します。

この請願は、政府が保険料軽減特

例を段階的に縮小し、2017（平成

２９）年度には廃止することを計画

していることから、保険料軽減特例

を継続するよう、政府に意見書を提

出することを求めるものです。

後期高齢者医療制度は、75歳以上

の高齢者を別枠の保険制度に強制的

に移行させる制度です。それまで家

族の扶養となっていた方にも、また

無年金であっても、保険料の負担を

求めています。その負担を軽減する

ために行われてきた制度がなくなれ

ば、保険料が2倍から3倍になる、さ

らに元々扶養家族だった方は5倍から

10倍にもなるとされています。

今、高齢者にとっては、年金が目

減りしたうえに社会保障の負担も増

えています。さらに、保険料の実質

引き上げで、払いたくても払えない

人が増えて医療から遠ざけられてし

まうだけでなく、暮らしそのものが

脅かされるのは、火を見るより明ら

かではないでしょうか。
高齢者のいのちと暮らしを守るた

めに、ぜひとも、当請願の趣旨をく

み取っていただき、賛同をお願いい

たします。

「後期高齢者医療制度の保
険料軽減特例の継続に関す
る請願」


